
人数

（人）

知っている 19 28%

やや知っている 26 38%

あまり知らない 19 28%

知らない 4 6%

合計 68 100%

割合

（％）

知っている 18 26%

やや知っている 26 38%

あまり知らない 13 19%

知らない 11 16%

合計 68 100%

割合

（％）

家具の固定 11 6%

家屋の耐震化 11 6%

非常持ち出し袋の準備 28 16%

非常食の準備 28 16%

ランタン、懐中電灯等 41 23%

ガラスの飛散防止 3 2%

乾電池 27 15%

ラジオ 12 7%

特に何もしていない 13 7%

その他 3 2%

合計 177 100%

（考察）:問①
全体の約60％の保護者が「知っている」「やや知っている。」と回答し
た。今後も、より一層の防災教育の推進と実際的具体的な学習の実
践を行い、学級・学年通信及びＨＰ等で子ども達の防災学習の取組を
情報発信していく。

②あなたは、お子さんの在校中、登下校中
の避難行動や対応を知っていますか。

人数
（人）

③家庭で行っている防災対策は何ですか。
人数
（人）

令和3年度　第１回防災アンケート（6月18日実施）

(考察）：問②
問1同様に約60％の保護者が「知っている」「やや知っている」
と回答した。今後も継続的に地震対策マニュアルの配布や避
難訓練の様子をＨＰ等で発信し、周知を図り、発災時に家庭と
連携した行動がとれるよう取組をすすめていく。

①あなたは、学校で子ども達が学んでいる防災
学習を知っていますか。

割合
（％）
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割合

（％）

している 4 6%

ややしている 18 26%

あまりしていない 30 44%

していない 16 24%

合計 68 100%

⑤あなたは、災害が起きた時を想定して、
家族で避難の方法等を話し合っています
か。

人数 割合

している 15 22%

ややしている 25 37%

あまりしていない 19 28%

していない 9 13%

合計 68 100%

⑥あなたは、住んでいる地域の指定避難
場所を知っていますか。

人数 割合

知っている 49 72%

やや知っている 13 19%

あまり知らない 4 6%

知らない 2 3%

合計 68 100%

④家庭の中で、防災への取組を行っていま
すか。

人数

(考察）：問⑤
全体の約60％の家庭で災害時の避難方法を話し合っていると
回答した。より多くの家庭で防災に関する話し合いができるよ
う、きっかけを発信していく。

(考察）：問⑥
全体の90％以上の保護者が、指定避難場所を確認できている
結果となった。この項目に関しての防災意識の高さが伺える結
果となった。一方で、「知らない」「あまり知らない」と回答した家

(考察）：問④
「あまりしていない」「していない」の回答が約70％以上存在し
ている。今後、学校の取組の情報発信を増やし、家庭を含めた
児童生徒の安心安全な環境づくりにつなげていく。

(考察）：問③
家庭での防災対策で多い順は、ランタン、懐中電灯の準備、次
いで非常食、非常持ち出し袋、乾電池であった。電気等のライ
フラインの遮断による対策に特徴が見られる。一方で、家具の
固定は6％と低く、学校で取り組んでいる命を守るための身の
回りの安全対策や情報についても家庭と共有できるよう発信し
ていく。
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⑦本校の防災教育で必要だと思うことがあれば、ご記入下さい。

・災害発生時の初動の行動「頭を低くダンゴムシのポーズ」などを繰り返し実践してみて覚えさせる。
・マスク着用をなるべく促す。
・避難場所まで移動する訓練を、これも繰り返しやってみてそこまで行くんだということをなれるようにしたら
良いと思う。
・急な地震などでパニックになった時でも頑張って動けるように。自閉症の子どもでも「そこへ行く」というこ
とが受け入れられるように。
・避難訓練や防災学習は、たくさんやってくれているようで良かったです。
・避難してからのこと（家の人が迎えに来るまでの生活《トイレ・食事・寝るなど》にも慣れていれば良いと思
います。
・生徒だけでなく、先生方もみんな無事が大事ということも考えて訓練してもらえたらと思う。何かを守りなが
らは結構危険なので。
・家庭では、防災への取組を行っていないのでこれを機に話し合いをしたいと思う。
・今のままで十分です。

果となった。 方で、 知らない」 あまり知らない」と回答した家
庭が10％程度あることから、発災時における児童生徒の安否
確認に不安がある。



人数

（人）

知っている 19 29%

やや知っている 33 50%

あまり知らない 9 14%

知らない 5 8%

合計 66 100%

割合

（％）

知っている 23 35%

やや知っている 25 38%

あまり知らない 12 18%

知らない 6 9%

合計 66 100%

割合

（％）

家具の固定 12 7%

家屋の耐震化 11 7%

非常持ち出し袋の準備 24 15%

非常食の準備 28 17%

(考察）：問②
問1同様に約70％以上の保護者が「知っている」「やや知って
いる」との回答を得ているが、「知らない」「あまり知らない」と
回答した保護者が30％近くいることから、今後も継続的に地震
対策マニュアルの配布や避難訓練の様子をＨＰ等で発信し、
発災時に家庭と連携した行動がとれるよう取組をすすめてい
く。

③家庭で行っている防災対策は何です
か。

人数
（人）

（考察）:問①
全体の約80％の保護者が「知っている」「やや知っている。」との回答
を得ているが「知らない」「あまり知らない」と回答している保護者も
20％いることから、今後も、より一層の防災教育の推進と実際的具
体的な学習の実践を行い、学級・学年通信及びＨＰ等で子ども達の
防災学習の取組を情報発信していく。

②あなたは、お子さんの在校中、登下校中
の避難行動や対応を知っていますか。

人数
（人）

令和3年度　第2回防災アンケート（12月1日実施）

①あなたは、学校で子ども達が学んでいる防災
学習を知っていますか。

割合
（％）
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ランタン、懐中電灯等 37 23%

ガラスの飛散防止 2 1%

乾電池 20 12%

ラジオ 16 10%

特に何もしていない 9 6%

その他 3 2%

合計 162 100%

割合

（％）

行っている 6 9%

やや行っている 31 47%

あまり行っていない 15 23%

行っていない 14 21%

合計 66 100%

割合

（％）

ある 0 0%

ない 66 100%

合計 66 100%

(考察）：問④
「行っている」「やや行っている」の回答が50％以上であった。
今後も学校の取組の情報発信を増やし、家庭を含めた児童生
徒の安心安全な環境づくりにつなげていく。

⑤新たに取り組んでいることなど変化した
行動がありますか。

人数

(考察）：問⑤
学校の取組が参考になるよう情報発信を行っていく。

(考察）：問③
家庭での防災対策で多い順は、ランタン、懐中電灯の準備、
次いで非常食、非常持ち出し袋、乾電池であった。電気等のラ
イフラインの遮断による対策に特徴が見られる。一方で、家具
の固定は7％と低く、学校で取り組んでいる命を守るための身
の回りの安全対策や情報についても家庭と共有できるよう発
信していく。

④家庭の中で、防災への取組を行ってい
ますか。
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⑥あなたは、災害が起きた時を想定して、
家族で避難の方法等を話し合っています
か。

人数 割合

している 17 26%

ややしている 31 47%

あまりしていない 7 11%

していない 11 17%

合計 66 100%

⑦あなたは、住んでいる地域の指定避難
場所を知っていますか。

人数 割合

知っている 51 77%

やや知っている 12 18%

あまり知らない 1 2%

知らない 2 3%

合計 66 100%

⑧あなたは、住んでいる地域の防災対策
を知っていますか。

人数 割合

知っている 21 32%

やや知っている 33 50%

あまり知らない 5 8%

(考察）：問⑥
全体の約70％以上の家庭で災害時の避難方法を話し合って
いると回答した。より多くの家庭で防災に関する話し合いがで
きるよう、きっかけを発信していく。

(考察）：問⑦
全体の90％以上の保護者が、指定避難場所を確認できてい
る結果となった。この項目に関しての防災意識の高さが伺える
結果となった。一方で、「知らない」「あまり知らない」と回答し
た家庭が5％程度あることから、発災時における児童生徒の
安否確認の際には留意したい。
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知らない 7 11%

合計 66 100%

⑨これからの本校の防災教育で必要だと思うことがあれば、ご記入下さい。

(考察）：問⑧
全体の80％以上の保護者が、住んでいる地域の防災対策が
確認できている結果となった。この項目に関しての防災意識
の高さが伺える結果となった。一方で、「知らない」「あまり知ら
ない」と回答した家庭が20％程度いることから、発災時におけ
る地域の防災対策に留意したい。

・とにかく無事でいてほしい。子どもに応じた行動を。
・アンケートを答えていかに防災に対する意識が低いことがわかりました。学校で子ども達に伝えた時に何か
１つだけでも保護者に伝えるようにと言っていただけると有難いです。
・防災学習でこんなことをしていますよという通信があれば、家でもやってみようという気持ちになるかなと
思います。
・いざという時に子ども達がパニックに陥っても安全に避難できるルートの確保と、その避難場所へ行きなら
し、素早く行動できるようにする。
・地震だけでなくて、大雨などで起こる災害について先のことを見通す力が弱い子も多いので、雨の時は川な
どに近寄らないとか毎日の生活などで知ってもらえるといいなと思います。
・防災学習いつも有難いと思っています。続けて下さい。
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50%
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